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巻頭特集 洋上風力発電所設計コンテスト

神奈川県立光陵高校が３冠　2.3

生徒たちが未来の洋上風力発電所の出来栄えを競いあう（2016年３月21日 東京都港区の東京海洋大学で／秋元和夫撮影）　2・3面へ



情熱・先端Mission-E
新日鉄住金エンジニアリングが今年から
スタートしたプログラムで「未来の洋上風
力発電所を設計せよ！」とのミッションに高
校生が挑戦した。プログラムでは、まずワ
ークショップを行い、「浮力」について実
験をしたり、講義を受けたりすると同時に
本物の風力発電機を見学。昨年１１月に
東京海洋大学の水理模型実験棟などで中
間イベントを行い、各校が試作した風力
発電機のアイランド（浮体）の実証テスト、
設計図・アイデアの中間報告などを行っ
たうえで、コンテストに臨んだ。
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未
来
の
浮
体
式
洋
上

風
力
発
電
所
を
つ
く
れ
！

　

中
高
校
生
が
現
役
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
洋
上
風
力
発

電
所
の
設
計
に
挑
戦
す
る
コ
ン
テ
ス

ト
の
最
終
審
査
が
３
月
21
日
、
東
京

都
港
区
の
東
京
海
洋
大
学
で
行
わ

れ
、
４
校
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
所
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
）」
の
出
来
栄
え
を
競

い
合
っ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
情
熱
・
先
端 

M
ission-E

」
と
題
し
て
、
国
内
外

で
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・
建
設
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
る
新
日
鉄
住
金
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
主
催
し
た
。

　

敬
愛
学
園
高
校
（
千
葉
）、
晃
華

学
園
中
学
・
高
校
（
東
京
）、
神
奈

川
県
立
光
陵
高
校
（
神
奈
川
）、
東

京
成
徳
中
学
・
高
校
（
東
京
）
の
４

チ
ー
ム
が
、
２
０
１
５
年
8
月
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
波
、
風
な
ど
過
酷
な
環
境

に
耐
え
、
安
定
的
に
電
力
を
供
給
で

き
る
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
の
設
計
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

11
月
に
は
、
中
間
報
告
的
な
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
各
校
が
成
果
を

持
ち
寄
り
、
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
た

り
、
同
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
改

善
点
や
設
計
方
針
を
確
認
。
そ
の
後

も
、
同
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
各
学
校

を
訪
問
し
て
、
生
徒
た
ち
の
取
り
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

ア
イ
デ
ア
続
々

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
の
日
は
、
最
終
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
実
際
に
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
ベ
ニ
ヤ
板
で

作
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の

模
型
の
性
能
試
験
が
行
わ
れ
、
発
電

量
、
安
定
性
、
海
洋
使
用
面
積
、
コ

ス
ト
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
、
審
査

が
行
わ
れ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各

校
と
も
風
や
波
の
力
に
耐
え
る
よ

う
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
き
た
か
や
、

コ
ス
ト
削
減
や
環
境
へ
の
配
慮
に
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
か
な
ど
、
歯
切

れ
よ
く
説
明
。
浮
体
と
水
面
の
間
に

空
間
を
設
け
、
漁
船
が
航
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
漁
業
と
の
両

立
を
図
る
案
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
を
発
電
所
と
同
時
に
生い

け

簀す

と

し
て
活
用
す
る
も
の
な
ど
、
漁
業
や

環
境
に
も
配
慮
し
た
独
創
的
な
ア
イ

デ
ア
が
次
々
と
披
露
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
内
の
水
理
模
型
実

験
棟
に
場
所
を
移
し
、
性
能
試
験
が

実
施
さ
れ
た
。
人
工
的
に
波
を
起
こ

す
装
置
を
使
い
、
無
風
で
波
の
無
い

状
態
か
ら
風
が
吹
き
か
つ
波
の
荒
い

状
態
ま
で
、
４
段
階
で
模
型
の
性
能

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

無
風
で
波
の
無
い
状
態
で
は
浮
か

ん
だ
も
の
の
、
風
を
当
て
る
と
沈
ん

で
し
ま
っ
た
り
、
傾
い
て
何
度
も
沈

み
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
持
ち
こ
た

新日鉄住金エンジニアリングが開催

神奈川県立光陵高校が３冠
洋上風力発電所設計コンテスト

え
、
発
電
を
続
け
た
り
と
、
結
果
は

ま
ち
ま
ち
。
各
校
が
持
ち
寄
っ
た
自

信
作
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
生
徒

や
審
査
員
か
ら
声
援
や
歓
声
が
上
が

っ
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
。
今
後
に
生
か
し
た

い
」「
ど
の
学
校
も
み
ん
な
す
ご
か

っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
飛
び
交
っ
た
。

高
校
生
の
発
想
力
に
驚
き

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
神
奈
川

県
立
光
陵
高
校
が
総
合
優
勝
と
技
術

賞
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
の
３

冠
に
輝
き
、
東
京
成
徳
中
学
・
高
校

に
審
査
員
特
別
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

優
勝
し
た
光
陵
高
校
は
、
普
段
は

演
劇
部
、
剣
道
部
、
テ
ニ
ス
部
、
水

泳
部
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
１

年
生
有
志
４
人
で
臨
ん
だ
。
代
表
の

斎
藤
耕
平
君
（
16
）
は
、「
企
画
を

知
っ
て
、
４
人
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
ま
さ
か

総
合
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
浮
体
を
つ
く
る
の
は
難
し
か
っ

た
。
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
は
感
謝
し
て

も
感
謝
し
き
れ
な
い
」
と
声
を
弾
ま

せ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
た
新
日
鉄

住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
藤
原
真

一
社
長
は
「
若
い
人
の
発
想
力
は
改

め
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
突
拍
子
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
ポ
ッ
と
出
て
く
る

発
想
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
第

２
回
目
に
も
ト
ラ
イ
し
た
い
」
と
話

し
た
。

1.2.

3.

4.

5.

6.

1.実験棟内の巨大な水槽で行われた性能試験 
2.3.性能試験を振り返る生徒と担当教諭 
4.プレゼンテーションを行う生徒たち 
5.審査員からの講評を聞く生徒 
6.コンテストに参加した生徒たちと審査員ら



（上）生徒の話を聞く高野記者（中央）　（下）出来上
がった新聞を手に3分間の発表。全員が発言する。

42016.3〈vol.15〉  

Yomiuri Education Network

　

新
聞
を
グ
ル
ー
プ
で
回
し
読
み

し
、
記
事
を
切
り
抜
い
て
作
る
「
ま

わ
し
よ
み
新
聞
」。
楽
し
み
な
が
ら

社
会
へ
の
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
高
め
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
遊

び
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉

県
春
日
部
市
立
豊
野
中
学
校
（
小
林

修
校
長
）
で
は
３
月
３
日
、
１
年
生

約
１
７
０
人
が
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

に
挑
戦
し
た
。

　

体
育
館
に
は
班
ご
と
に
作
業
台
と

し
て
机
が
配
置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は

揃
い
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
集
合
し
た
。

講
師
を
務
め
た
読
売
新
聞
東
京
本
社

の
高
野
光
一
郎
記
者
は
、
ま
ず
「
準

は
「
ニ
ュ
ー
ス
を
感
じ
て
、
伝
え
る
」

こ
と
と
説
明
し
た
。

高
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
能
力

興
味
あ
る
記
事
に
新
た
な
気
付
き

　

い
よ
い
よ
作
業
開
始
。
ま
ず
２
、

３
の
記
事
を
選
ん
で
切
り
抜
く
。
自

分
が
何
か
を
感
じ
た
ニ
ュ
ー
ス
な

ら
、
小
さ
な
ベ
タ
記
事
で
も
よ
い
。

そ
の
後
に
、
３
～
５
人
一
組
に
な
っ

て
、
切
り
抜
き
を
手
に
、
級
友
に
内

容
を
説
明
し
、
選
ん
だ
理
由
や
感
想

を
つ
け
加
え
る
。
一
種
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
記
事
の
内
容
を
ま

と
め
る
力
、
わ
か
り
や
す
く
相
手
の

関
心
を
か
き
立
て
る
よ
う
に
話
す
力

が
必
要
に
な
る
。
高
野
記
者
を
始

め
、
先
生
方
も
グ
ル
ー
プ
の
間
を
回

り
、
発
表
に
耳
を
傾
け
、
質
問
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
投
げ
か
け
た
。

　

互
い
の
発
言
を
聞
い
た
上
で
、
自

分
た
ち
の
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
で

何
を
ト
ッ
プ
記
事
に
す
る
か
「
編
集

会
議
」
で
決
め
て
い
く
。
記
事
を
う

ま
く
レ
イ
ア
ウ
ト
し
な
が
ら
貼
り
、

コ
メ
ン
ト
や
感
想
を
書
き
込
み
、
最

後
に
は
独
自
の
新
聞
題
字
を
付
け
る
。

　

当
日
の
朝
刊
は
、
米
大
統
領
選
が

１
面
ト
ッ
プ
で
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

五
輪
予
選
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
中
で
、
稲
垣
那
奈
さ

ん
（
13
） 

は
公
立
高
校
入
試
の
記
事

を
切
り
抜
い
た
。「
受
験
の
こ
と
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
な
く
て
は
と
思
っ
た
」

と
い
い
、
こ
の
身
近
な
題
材
は
グ
ル

ー
プ
の
賛
同
を
集
め
て
ト
ッ
プ
記
事

に
な
っ
た
。
題
字
は
「
社
会
新
聞
」。

稲
垣
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
新
聞
を
読

も
う
と
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ

ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
、
自
分
に
も
興

味
の
あ
る
記
事
が
載
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

き
っ
か
け
は
Ｙ
Ｃ
で
の
職
場
体
験

　

今
回
の
授
業
が
実
現
し
た
き
っ
か

け
は
、
昨
年
11
月
に
同
校
１
年
の
男

子
生
徒
４
人
が
、
新
聞
販
売
店
「
Ｙ

Ｃ
春
日
部
東
部
」
で
職
場
体
験
学
習

を
し
た
こ
と
。
仕
事
体
験
の
か
た
わ

ら
、「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
を
作
っ

た
。
大
き
な
模
造
紙
い
っ
ぱ
い
に
記

事
を
貼
り
、
全
員
が
感
想
や
コ
メ
ン

ト
を
書
き
込
ん
だ
新
聞
は
な
か
な
か

の
出
来
。
１
年
生
の
担
任
の
飛
田
哲

也
教
諭
（
37
）
は
、「
４
人
に
は
い

い
経
験
に
な
っ
た
。
本
校
で
は
各
教

室
に
新
聞
が
置
い
て
あ
る
が
、
生
徒

は
な
か
な
か
手
に
と
ら
な
い
。
幅
広

新聞から関心を持った記事を切り抜いていく。友達がどんな
記事を見つけたかにも興味津々。

リポート

い
記
事
が
載
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
機
会
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め

る
。
４
人
の
新
聞
は
こ
の
日
の
授
業

に
も
見
本
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

２
日
目
は
発
表
会
。
１
グ
ル
ー
プ

の
持
ち
時
間
は
３
分
で
、
全
員
が
発

言
す
る
こ
と
を
ル
ー
ル
に
、
自
分
が

選
ん
だ
記
事
や
題
字
に
つ
い
て
１
人

ず
つ
話
し
た
。
全
５
ク
ラ
ス
が
混
じ

る
よ
う
に
発
表
を
聴
く
グ
ル
ー
プ
を

構
成
し
た
の
で
、
聴
衆
は
他
の
ク
ラ

ス
の
生
徒
ば
か
り
。
質
問
や
意
見
が

出
る
と
、
そ
の
場
で
答
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
発
表
が
３
分
間
に
は
収

ま
り
切
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
も
出
た
。

　

小
林
校
長
は
、「
ま
わ
し
よ
み
新

聞
は
、
問
題
を
見
つ
け
、
お
互
い
に

意
見
交
換
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
る

点
で
、
ま
さ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

出
来
上
が
っ
た
新
聞
は
廊
下
や
教
室

に
掲
示
し
、
互
い
に
学
ぶ
機
会
に
す

る
と
い
う
。

体
育
館
で
１
７
０
人
が
ま
わ
し
よ
み
新
聞

埼
玉
・
春
日
部
市
立
豊
野
中
１
年

備
体
操
」
と
し
て
当
日
の
朝
刊
を
ひ

た
す
ら
め
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　

大
き
な
紙
面
に
不
慣
れ
で
、
扱
い

づ
ら
そ
う
に
す
る
様
子
も
見
ら
れ
た

が
、
班
の
中
で
面
白
い
記
事
や
写
真

を
発
見
し
た
生
徒
が
声
を
上
げ
る

と
、
周
囲
も
の
ぞ
き
込
み
、
熱
心
に

め
く
り
始
め
る
。

　

一
通
り
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
で
、

高
野
記
者
が
、
記
事
の
構
成
や
見
出

し
の
役
割
な
ど
、
短
時
間
で
し
っ
か

り
読
め
る
方
法
を
生
徒
た
ち
に
伝
え

る
。
ニ
ュ
ー
ス
が
紙
面
に
載
る
ま
で

の
過
程
や
雑
学
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式

で
紹
介
し
、「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」



読売新聞は、新聞の媒体力や新聞記者の経験・ノウハウを活用
した企業向け研修を受け付けています。新聞を使った講義や
ワークを通じて、社員や学生一人ひとりの「書く力」「読む力」「会
話する力」を高め、変化の激しい時代に向き合っている企業や
学生たちをサポートします。

●講義・ワーク
○新聞記事に学ぶ「わかりやすい文章の書き方」 
○新聞の読み方講座　○まわし読み新聞

●ワークシート＆論文添削 （月１～３回、６ヶ月間）
　講義・ワークに添削課題を組み合わせることで、効果が更に
高まります。期間中、受講者には、教材として読売新聞をご購読
いただきます。講師料はいただきません。

お申し込み、お問い合わせは教育ネットワーク事務局（☎０３・３２１７・１９６６）へ

読売新聞の企業向け研修をご利用ください 研修例
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日
本
政
策
金
融
公
庫
さ
い
た
ま

支
店
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）
で

２
月
24
日
、
職
員
を
対
象
に
し
た

　

新
聞
記
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や

取
材
の
仕
方
に
も
話
は
及
ん
だ
。

「
新
聞
は
正
確
さ
が
一
番
大
切
」

と
、
１
つ
の
交
通
事
故
の
記
事
を

例
に
、
警
察
や
バ
ス
会
社
、
住
民
、

目
撃
者
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
取

材
し
て
い
る
と
説
明
。
広
報
に
際

し
て
も
、
問
い
合
わ
せ
先
を
明
確

に
し
た
り
、
文
書
配
布
だ
け
で
な

く
レ
ク
チ
ャ
ー
を
付
け
た
り
、
積

極
的
な
情
報
開
示
や
意
見
交
換
の

姿
勢
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
広
報
に
適
し

た
時
期
や
時
間
帯
、
ど
の
よ
う
な

資
料
を
準
備
し
て
お
く
と
よ
い

か
、
な
ど
と
活
発
に
質
問
が
出
た
。

　

研
修
を
企
画
し
た
宗
友
輝
夫
・

北
関
東
地
区
統
轄
（
57
）
は
、「
新

聞
記
者
を
招
い
た
研
修
は
初
め

て
。
広
報
の
際
の
着
眼
点
や
、
見

出
し
の
よ
う
に
１
行
で
要
点
を
表

現
す
る
方
法
な
ど
を
す
ぐ
に
で
も

取
り
入
れ
た
い
」
と
話
す
。
レ
ク

チ
ャ
ー
の
仕
方
を
質
問
し
た
宇
都

宮
支
店
の
板
坂
守
雄
さ
ん
（
43
）

は
「
記
者
の
話
を
聞
け
る
の
は
貴

重
な
機
会
。
記
事
に
す
る
ま
で
の

過
程
が
参
考
に
な
っ
た
」、
さ
い

た
ま
支
店
の
中
川
亮
さ
ん
（
36
）

は
、「
創
業
の
経
緯
な
ど
、
ス
ト

ー
リ
ー
性
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
と

気
づ
い
た
。
今
後
は
積
極
的
に
発

信
し
た
い
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

日本政策金融公庫で読売新聞主任研究員が研修
中村宏之主任研究員（右端）から効果的な広報の仕方などの話を聴く日本政策金融公庫さいたま支店の職員

効
果
的
な
情
報
発
信
ど
う
す
れ
ば
？

リポート

た
。

　

受
講
し
た
の
は
、
北
関
東
や
信

越
地
域
の
支
店
長
ら
を
含
む
約
30

人
。
同
公
庫
は
、
地
域
経
済
の
振

興
を
め
ざ
し
て
個
人
や
企
業
に
融

資
を
行
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
の

ほ
か
個
人
起
業
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
も
対
象
と
し
、
福
祉
や
子
育

て
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
保
護
な

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
起
業
家

ら
の
活
動
が
報
道
さ
れ
れ
ば
事
業

の
後
押
し
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

情
報
を
い
か
に
メ
デ
ィ
ア
に
周
知

す
る
か
に
腐
心
し
て
き
た
。

　

中
村
主
任
研
究
員
は
、
地
方
支

局
を
経
て
経
済
部
に
長
く
所
属

し
、
昨
年
、
共
著
で
「
御
社
の
寿

命
」（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
を
上

梓
す
る
な
ど
企
業
経
営
に
詳
し

い
。
こ
の
日
は
取
材
経
験
を
も
と

に
、
ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
判
断
や
効

果
的
な
情
報
発
信
に
つ
い
て
約
２

時
間
話
し
た
。
広
報
で
重
要
な
の

は
、「
わ
か
り
や
す
さ
、
ニ
ュ
ー

ス
性
の
高
さ
、
時
代
の
流
れ
を
反

映
し
て
い
る
こ
と
」
と
、
実
際
の

新
聞
記
事
や
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス

を
取
り
上
げ
な
が
ら
指
摘
し
た
。

広
報
研
修
が
行
わ
れ
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
調
査
研
究
本
部
の
中
村

宏
之
主
任
研
究
員
が
講
師
を
務
め
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３回の授業を受けて
　自らの命を顧みず、多くの時間
を費やして、苦しむ人たちを助け
ようとする人々がいることに驚い
た。将来、自転車関係の仕事に
就きたいが、自転車を通じて「どの
ように社会に貢献できるのか」を
考えるようになった。
　電動自転車の性能を改良す
れば子育て中の母親の負担は
減り、行動範囲はもっと広がるは
ず。高齢者が安全に乗れる自転
車だって開発できると思う。生活
のためにお金を稼ぐことは大切だ
が、「何をしたら人の役に立つの
か」という考えも大切にしていきた
い。� （高校１年・衛藤知良さん）

　医療人道援助と再生医療へ
の挑戦。一人ひとりの講師の言
葉の一つ一つに、経験に裏打ち
された重みが感じられ、生徒たち
が貢献の意味を考えるヒントに
なった。� （川本秀樹教諭）

初芝立命館中高で連続出前授業
初芝立命館高校（大阪府堺市）は1月から2月にかけ、高校1年生の総合学
習の一環として、世界を舞台に活躍する講師を招いた連続授業「貢献って
何？」を行った。計3回の授業には長崎大学熱帯医学研究所、国境なき医師団
（MSF）、大日本住友製薬（本社・大阪／東京）がそれぞれ講師を派遣。医師
や研究者が語った貢献と生徒たちの声を同校・川本秀樹教諭がレポートする。

身
防
護
服
で
登
場
し
、
大

教
室
の
２
２
０
人
の
生
徒

た
ち
を
一
気
に
引
き
つ
け
た
。
ゴ

ー
グ
ル
、
マ
ス
ク
、
手
袋
を
脱
い

で
話
し
は
じ
め
た
の
は
長
崎
大
学

熱
帯
医
学
研
究
所
の
鈴
木
基
医
師

（
44
）。
２
０
１
４
年
、
エ
ボ
ラ
熱

が
猛
威
を
振
る
っ
た
西
ア
フ
リ
カ

の
リ
ベ
リ
ア
に
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
一
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
感
染
症
疫
学
の

研
究
者
だ
。

　

生
徒
た
ち
に
、
西
ア
フ
リ
カ
３

か
国
で
１
万
人
以
上
が
犠
牲
と
な

っ
た
経
緯
や
、
国
境
を
ひ
ん
ぱ
ん

に
行
き
来
す
る
地
域
の
社
会
・
文

化
的
な
特
徴
が
流
行
の
背
景
に
あ

る
こ
と
を
説
明
。
医
療
活
動
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
が
ち
だ

が
、
現
地
で
は
感
染
者
と
家
族
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
の
解
消
も
大

切
な
任
務
だ
と
話
し
た
。

　
「
な
ぜ
欧
米
は
大
規
模
な
支
援

を
展
開
し
た
の
か
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
生
徒
た
ち
は
人
道
援
助
と

国
益
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
西
ア

フ
リ
カ
諸
国
と
旧
宗
主
国
だ
っ
た

欧
米
に
は
大
き
な
人
的
・
物
的
交

流
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
現
地
で

エ
ボ
ラ
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
自

国
へ
の
感
染
拡
大
阻
止
に
つ
な
が

る
と
解
説
し
た
。

　

鈴
木
医
師
が
生
徒
に
投
げ
か
け

た
問
い
は
、「
日
本
人
が
医
療
支

援
の
た
め
ア
フ
リ
カ
に
行
く
必
要

が
あ
る
の
か
」
だ
。
人
道
的
見
地

か
ら
支
援
は
当
然
必
要
だ
が
、
ウ

イ
ル
ス
を
日
本
に
持
ち
帰
る
恐
れ

も
出
て
く
る

─
。
生
徒
た
ち

は
、
人
を
救
う
こ
と
に
伴
う
リ
ス

ク
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

業
終
了
後
、
１
人
の
生
徒

が
鈴
木
医
師
を
訪
ね
た
。

貧
困
に
苦
し
む
子
供
向
け
の
募
金

集
め
に
携
わ
る
う
ち
、
自
ら
の
手

で
助
け
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
養
松
加
奈
子
さ
ん
だ
。「
海

外
医
療
援
助
に
看
護
師
は
参
加
で

き
ま
す
か
？
」
と
質
問
。
鈴
木
医

師
は
、「
患
者
を
ケ
ア
す
る
看
護

師
は
医
師
よ
り
も
重
要
だ
」
と
話

し
、「
経
験
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

英
語
の
勉
強
も
必
要
で
す
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。
養
松
さ
ん
は
看

護
師
と
い
う
進
路
を
真
剣
に
考
え

始
め
て
い
る
。

々
な
臓
器
や
組
織
の
細
胞

に
変
化
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
が
誕

生
し
て
か
ら
今
年
で
10
年
。
連
続

授
業
第
３
弾
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で

創
薬
研
究
を
進
め
る
大
日
本
住
友

製
薬
か
ら
松
下
恵
三
薬
学
博
士

（
42
）
を
招
い
た
。

　

松
下
さ
ん
は
２
０
１
３
年
に
理

化
学
研
究
所
に
派
遣
さ
れ
、
ヒ
ト

Ｅ
Ｓ
細
胞
（
胚
性
幹
細
胞
）
か
ら

立
体
的
な
網
膜
を
作
る
技
術
を
習

得
。
こ
の
技
術
を
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に

応
用
し
、
神
戸
に
あ
る
同
社
の
再

生
医
療
の
拠
点
で
目
の
難
病
「
網

膜
色
素
変
性
」
治
療
を
目
指
す
研

究
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

授
業
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
つ

い
て
「
生
命
倫
理
的
な
問
題
が
あ

る
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
弱
点
が
克
服
で
き

た
」
と
説
明
。
さ
ら
に
「
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
は
移
植
治
療
だ
け
で
な
く
、

薬
の
研
究
開
発
に
も
応
用
で
き
ま

す
」
と
、「
創
薬
」
の
応
用
に
つ

ぜ
海
外
の
医
療
援
助
活
動

に
参
加
す
る
の
か
」「
な

ぜ
紛
争
地
に
行
く
の
か
」

─
。

連
続
授
業
第
二
弾
で
は
、
教
室
か

ら
多
く
の
「
な
ぜ
」
が
出
た
。
講

師
は
大
阪
市
立
大
学
付
属
病
院
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
寺
田
貴
史
医

師
（
34
）。
こ
う
し
た
「
な
ぜ
」

に
「
命
を
助
け
る
の
に
理
由
は
い

り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
、
生
徒

た
ち
は
た
だ
た
だ
息
を
の
む
し
か

な
か
っ
た
。

　

寺
田
医
師
は
２
０
１
５
年
10
月

か
ら
6
週
間
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
中
米
・
カ
リ
ブ
海
の
島

国
ハ
イ
チ
に
派
遣
さ
れ
た
外
科
医

だ
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
、

Ｍ
Ｓ
Ｆ
が
行
う
医
療
人
道
援
助
を

説
明
。
２
０
１
４
年
は
60
か
国
・

地
域
の
紛
争
地
や
自
然
災
害
被
災

地
な
ど
に
７
０
０
０
人
を
派
遣
。

活
動
資
金
は
１
０
０
０
億
円
で
、

48
時
間
以
内
に
調
査
チ
ー
ム
を
最

前
線
に
投
入
で
き
る
機
動
力
が
あ

る
と
い
う
。
国
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
姿
を
紹
介
し
た
。

業
の
後
半
は
、
寺
田
医
師
の

ハ
イ
チ
で
の
日
々
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
。
活
動
拠
点
は

首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
近
郊
の
外

傷
専
門
病
院
。
医
療
環
境
や
治
安
な

ど
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
を
理
解
・
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
う
え
で
、
国
政
選
挙
の
最

中
に
は
政
情
が
不
安
定
で
、
首
や
胸

を
銃
で
撃
た
れ
た
患
者
の
手
術
に
追

わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。

　

６
週
間
の
体
験
を
振
り
返
り
、
海

外
で
は
現
地
の
状
況
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
葛
藤
や
課
題
を
乗
り
越
え
る

柔
軟
な
力
が
必
要
だ
と
伝
え
た
寺
田

医
師
。
最
後
に
、「
今
、
世
界
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
自
分
や
日
本
の
ス

タ
ン
ス
は
ど
う
な
の
か
。

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
話
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

い
て
話
し
始
め
た
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
う
こ
と
に
よ

り
①
薬
の
安
全
性
と
有
効
性
を

よ
り
確
実
に
確
認
で
き
る
②
研
究

開
発
期
間
を
短
縮
で
き
る
③
疾

患
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
基
づ
く

新
規
薬
剤
の
発
見
が
期
待
で
き
る

─
。
企
業
に
よ
る
医
療
貢
献
の

可
能
性
と
未
来
に
つ
い
て
語
っ
た
。

徒
た
ち
の
好
奇
心
を
刺
激

し
た
の
は
、
最
先
端
の
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
の
紹
介
だ
。
人
工

的
に
作
っ
た
心
臓
組
織
シ
ー
ト
が

実
際
に
収
縮
す
る
動
画
が
映
さ
れ

防護服姿（上）で講義を始め、様々
な視点から援助を語った鈴木医師

（写真は初芝立命館中高提供）

エボラ熱の感染拡大をロールプレーで
体験する生徒たち（写真は同校提供）

iPS細胞から作っ
た網膜色素上皮
細胞（写真は大日
本住友製薬提供）

国境なき医師団の活動に初め
て参加した寺田医師（写真左、ハ
イチの外傷病院で）＝MSF提供

iPS細胞から作った網膜細胞を見せる松下さん
（右から２人目・写真は同校提供）

外科医としてハイチへ
国境なき医師団（MSF）

全

な

授

授

様

PART1 Jan.20

PART2 Feb.03

PART3 Feb.17

iPS細胞で創薬
大日本住友製薬

Liberia

Kobe

Haïti

を救う人たち
貢 献 に つ い て 学 ぶ

る
と
、「
す
ご
い
」
と
教
室
が
ど

よ
め
い
た
。
さ
ら
に
実
際
に
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
か
ら
作
っ
た
網
膜
細
胞
シ

ー
ト
を
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、「
人
は
色
々
な

立
場
で
様
々
な
貢
献
が
で
き
る
。

ま
ず
多
様
な
経
験
か
ら
自
分
の
知

ら
な
い
知
識
・
価
値
を
認
め
る
こ

と
が
大
切
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

空
想
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
つ
こ

つ
と
積
み
重
ね
て
い
っ
た
結
果
が

貢
献
に
つ
な
が
る
」
と
語
り
、
最

後
に「Im

age

をPlus

にS
iteiko !  

I.P
.S
.

を
忘
れ
る
な
！
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

100μm

生

エボラ熱封じ込め
長崎大学熱帯医学研究所
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れ
ど
、
１
９
４
１
年
の
秋
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
ぜ
ん
ぜ
ん
咲
か
な
か
っ

た
」
と
の
一
文
に
も
の
す
ご
く
引
か

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

日
本
語
で
、
全
部
単
語
を
知
っ
て
い

る
の
に
、
こ
の
文
章
は
知
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
モ
リ
ス
ン
の
本
を
買
っ

て
、
線
を
引
い
て
と
い
う
の
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
友
達
に
言
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
。

小
野　
衝
撃
を
受
け
た
大
切
な
本
の

こ
と
を
友
達
に
言
わ
な
か
っ
た
ん
だ
。

西　
モ
リ
ス
ン
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
女

性
作
家
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
と

経
歴
も
違
う
し
、
そ
の
と
き
は
お
会

い
し
た
こ
と
も
な
い
。
で
も
、
私
に

向
け
て
書
い
て
く
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
え
た
ん
で
す
。
個
人

的
な
体
験
が
で
き
る
の
が
、
小
説
の

本
当
に
す
ご
い
と
こ
や
な
と
感
じ
ま

す
。

ア
ー
ビ
ン
グ�

Jo
h

n
 Irvin

g

石
田　
「
サ
ラ
バ
！
」
の
中
で
、
ジ

ョ
ン
・
ア
ー
ビ
ン
グ
の
「
ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
」
の
こ
と
が

非
常
に
印
象
的
に
出
て
き
ま
す
。
ど

う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
な
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

西　
大
学
生
の
時
、
一
気
に
む
さ
ぼ

る
よ
う
に
読
み
ま
し
た
。
今
に
な
っ

て
言
語
化
で
き
る
感
想
で
す
け
れ
ど

も
、
印
象
と
し
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の

こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
家
族
の
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
世
界
の
全
て
の
こ
と
が
書
い
て

あ
る
。
ア
ー
ビ
ン
グ
っ
て
フ
ラ
ッ
ト

な
ん
で
す
。
テ
ロ
も
あ
る
し
、
い
じ

め
も
あ
る
し
、
で
も
幸
せ
も
あ
る
。

し
か
も
書
き
方
は
、
い
か
に
も
と
い

う
書
き
方
を
し
て
い
な
い
気
が
す

る
。
フ
ェ
ア
な
や
り
方
や
し
、
そ
う

い
う
書
き
方
を
さ
れ
る
と
逆
に
ウ
ッ

と
胸
を
つ
か
ま
れ
た
シ
ー
ン
や
心
が

痛
ん
だ
せ
り
ふ
を
、
余
計
な
ん
で
や

ろ
う
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
る
ん
で

す
よ
。
ア
ー
ビ
ン
グ
の
影
響
を
隠
さ

ず
に
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
書
い
た
ろ

か
と
思
っ
た
の
が「
サ
ラ
バ
！
」で
す
。

石
田　
西
さ
ん
が
初
め
て
出
し
た
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
「
さ
く
ら
」
を
今
読
む

と
、「
サ
ラ
バ
！
」
と
も
響
き
合
っ

て
い
る
し
、
ア
ー
ビ
ン
グ
と
も
響
き

合
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

西　

デ
ビ
ュ
ー
２
年
目
に
書
い
た

「
さ
く
ら
」
も
す
ご
く
ア
ー
ビ
ン
グ

の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。「
サ
ラ

バ
！
」
は
「
さ
く
ら
」
が
あ
っ
た
か

ら
書
け
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
主

人
公
の
お
兄
さ
ん
一

は
じ
め

君
が
自
殺
す
る

ん
で
す
。
ず
っ
と
一
君
の
こ
と
を
考

え
て
い
て
、
あ
ん
な
殺
し
方
を
し
な

く
て
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
と
き
は

全
力
で
書
い
た
し
恥
じ
る
こ
と
は
な

い
け
れ
ど
、
も
っ
と
違
う
や
り
方
が

あ
っ
た
気
が
し
て
。「
サ
ラ
バ
！
」

で
は
主
人
公
が
何
か
大
い
な
る
事
故

に
遭
う
、
神
の
天
啓
か
何
か
が
あ
っ

て
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
で
お
こ
う
と
決
め
て
書
き
ま
し

た
。

ン
デ
ィ
ア
イM

a
rie N

D
ia

ye

石
田　
小
野
さ
ん
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
作
家
マ
リ
ー
・
ン
デ
ィ
ア
イ
の
小

説
「
ロ
ジ
ー
・
カ
ル
プ
」
の
翻
訳
が

希
望
を
描
く

絶
望
を
書
く

あ
り
ま
す
が
、「
九
年
前
の
祈
り
」

と
も
響
き
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

小
野　
ン
デ
ィ
ア
イ
の
作
品
に
出
会

っ
た
の
は
、
毎
日
通
っ
た
オ
ル
レ
ア

ン
の
書
店
で
す
。
店
主
の
女
性
か
ら

「
こ
の
作
家
が
好
き
だ
と
思
う
か
ら
」

と
渡
さ
れ
た
の
が
、「
ロ
ジ
ー
・
カ

ル
プ
」
で
し
た
。
か
な
り
救
い
の
な

い
話
な
の
で
す
が
、
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
ン
デ
ィ
ア
イ
の
作
品
を
読
ん
で

き
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
ど
れ
も
ハ

ッ
ピ
ー
じ
ゃ
な
い
。
独
特
の
文
体
で

書
か
れ
て
い
る
。
自
分
の
書
く
も
の

の
中
に
、
こ
の
作
品
に
引
か
れ
る
理

由
が
答
え
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

西　
翻
訳
の
話
を
し
て
い
て
、
作
家

の
柴
崎
友
香
さ
ん
が
本
当
に
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
自
分
の
個
人
的
な
思
い

入
れ
を
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、
向
こ
う

の
人
は
分
か
る
っ
て
言
っ
て
く
れ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

小
野　
書
く
こ
と
は
自
分
の
中
を
掘

っ
て
い
く
こ
と
だ
と
、
西
さ
ん
が
よ

く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま

で
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
こ
と
を
掘
っ
て
い

く
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
普
遍
的
な
人

間
の
経
験
や
記
憶
と
い
っ
た
も
の
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
、
小
説
を
書

く
こ
と
、
そ
し
て
読
む
こ
と
の
不
思

議
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

石
田　
文
学
は
人
を
現
実
に
救
え
る

と
思
い
ま
す
か
。

西　
物
理
的
に
シ
リ
ア
の
難
民
を
救

え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
無
力
感

を
作
家
は
一
生
抱
え
て
い
る
し
、
い

つ
も
負
け
て
い
る
気
持
ち
は
あ
り
ま

す
。
誰
か
を
救
い
た
い
と
願
っ
て
書

く
の
は
お
こ
が
ま
し
い
と
も
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
私
は
救
え
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
救
わ
れ
た

か
ら
。
執
筆
す
る
時
に
は
誰
か
の
そ

ば
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。

小
野　
僕
も
救
い
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
番
大
き
な
理
由
は
、
自

分
自
身
が
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
で

救
わ
れ
た
と
実
感
し
て
い
る
か
ら
。

た
だ
、
別
に
読
ま
な
い
人
が
い
て
も

い
い
と
思
う
。
そ
の
存
在
に
触
れ
て

い
る
だ
け
で
、
支
え
ら
れ
励
ま
さ
れ

て
い
る
気
持
ち
に
な
れ
る
人
が
周
り

に
い
れ
ば
、
本
を
読
ま
な
く
て
も
い

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ
ん

な
人
に
は
そ
う
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
会

え
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
出
会
え
る
確

率
と
し
て
は
本
の
方
が
高
い
。
小
説

の
よ
う
に
、
他
者
の
言
葉
、
あ
る
い

は
違
う
言
語
で
書
か
れ
た
も
の
が
、

ふ
と
自
分
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方

を
変
え
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当
に
起

こ
る
と
思
い
ま
す
。

小野正嗣� おの・まさつぐ
作家、立教大学文学部准教授。１９７０年、大分県生
まれ。東京大学卒業後、パリ第８大学で博士号取
得。２００２年、「にぎやかな湾に背負われた船」で三
島由紀夫賞。１５年、「九年前の祈り」で芥川賞受賞。

西 加奈子� にし・かなこ
作家。１９７７年、イラン・テヘラン生まれ、エジプト・
カイロ、大阪育ち。関西大学卒業。２００４年、「あお
い」でデビュー。０８年、「通天閣」で織田作之助賞。
１５年、「サラバ！」で直木賞受賞。

異
文
化
体
験

石
田　
２
人
に
は
、
海
外
文
学
の
豊

富
な
読
書
体
験
、
海
外
で
生
ま
れ
育

っ
た
り
、
留
学
し
た
り
と
い
う
異
文

化
体
験
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
小
野
さ
ん
が
ず
っ
と
小
説
の
舞

台
で
書
い
て
い
る
「
浦
」
と
、
留
学

先
の
フ
ラ
ン
ス
で
長
く
滞
在
し
た
オ

ル
レ
ア
ン
と
の
関
わ
り
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

小
野　
「
浦
」
は
故
郷
の
大
分
県
佐

伯
市
に
あ
る
海
辺
の
小
さ
な
集
落
で

す
。
本
を
読
む
人
を
周
り
で
見
た
こ

と
が
な
い
。
け
れ
ど
も
、
と
ん
ち
の

き
い
た
こ
と
を
い
う
お
じ
さ
ん
、
お

ば
さ
ん
が
い
て
、
話
し
言
葉
が
豊
か

な
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人

た
ち
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
大
学
進
学
で
上
京

し
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
第

８
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

文
学
部
の
教
授
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
に

暮
ら
す
詩
人
の
ク
ロ
ー
ド
・
ム
シ
ャ

ー
ル
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
ク
ロ

ー
ド
は
世
界
中
の
文
学
に
興
味
が
あ

る
人
で
、
誘
わ
れ
て
オ
ル
レ
ア
ン
で

５
年
近
く
暮
ら
し
、
朝
か
ら
晩
ま
で

文
学
の
話
を
す
る
生
活
を
送
り
ま
し

た
。
世
界
の
様
々
な
土
地
の
文
学
を

発
見
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
分
県
の

集
落
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、
故
郷
が

ど
う
い
う
場
所
で
、
ど
ん
な
魅
力
が

あ
る
の
か
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

西　
私
の
場
合
は
、
父
の
仕
事
の
都

合
で
カ
イ
ロ
へ
行
き
ま
し
た
。
小
説

を
書
く
な
ん
て
そ
の
時
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
し
、
子
供
だ
か
ら
、
い
い

経
験
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
帰
国
し
て
、
日
焼
け
し

て
い
る
人
も
色
白
の
人
も
い
る
け
れ

ど
も
、
全
然
違
う
と
い
う
こ
と
は

な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
エ

ジ
プ
ト
で
は
明
ら
か
に
皮
膚
の
色
が

違
う
し
、
に
お
い
も
言
葉
も
違
う
。

日
本
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
裸は

だ
し足

で

歩
い
て
い
る
子
や
物
乞
い
し
て
い
る

子
も
い
る
。
仲
良
く
遊
ぶ
子
た
ち
で

す
ら
、
い
つ
買
っ
た
も
の
か
分
か
ら

な
い
大
人
の
靴
を
履
い
て
い
る
子
も

お
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
恵
ま

れ
た
環
境
は
私
の
手
柄
じ
ゃ
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
彼
ら
と
私
は
違
う
ん

だ
ろ
う
。
人
生
で
一
番
か
も
と
思
う

ほ
ど
楽
し
い
４
年
間
で
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
同
時
に
そ
れ
を
突
き
つ
け

ら
れ
た
４
年
間
で
し
た
。
作
家
に
な

っ
て
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
こ
と
を
書

い
た
ら
ど
う
で
す
か
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
方
も
い
た
ん
だ
け
ど
、
書
く
時

期
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
サ

ラ
バ
！
」
の
と
き
に
訪
れ
た
な
と
思

い
ま
す
。

モ
リ
ス
ン�

T
o
n

i M
o
rriso

n

小
野　
西
さ
ん
は
な
ぜ
ト
ニ
・
モ
リ

ス
ン
の
「
青
い
眼
が
ほ
し
い
」
を
読

も
う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。
僕
は
高

校
２
年
生
の
時
に
、
こ
ん
な
の
読
ん

で
な
い
で
す
。

西　
友
達
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
い
て

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
本
屋
を
ぶ
ら

ぶ
ら
し
て
い
た
ら
、
海
外
文
学
の
コ

ー
ナ
ー
で
モ
リ
ス
ン
の
シ
リ
ー
ズ
が

並
べ
て
あ
り
ま
し
た
。
表
紙
が
き
れ

い
で
手
に
取
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
最
初
の
「
秘
密
に
し
て
い
た
け

加
藤
睦
・
立
教
大
学
副
総
長

あ
い
さ
つ

　

活
字
文
化
公
開
講
座
を
立
教

大
学
で
開
催
す
る
の
は
２
回
目

で
す
。
前
回
は
３
年
前
、
ピ
ー

ス
の
又
吉
直
樹
さ
ん
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
又
吉
さ

ん
が
芥
川
賞
を
受
賞
さ
れ
る
前

の
回
で
、
直
木
賞
、
芥
川
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
西
加
奈
子

さ
ん
、
私
ど
も
の
同
僚
で
も
あ

る
小
野
正
嗣
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
活
字
文
化
と
い
う
堅
苦

し
い
テ
ー
マ
は
い
っ
た
ん
忘
れ

て
、
面
白
い
話
、
興
味
深
い
話

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

読売新聞社が21世紀活字文化プロジェクトの一環として行っている
「活字文化公開講座」が1月21日、東京都豊島区の立教大学池袋
キャンパスで開かれた。「絶望を書く、希望を描く」をテーマに、芥川
賞作家で同大准教授の小野正嗣さんと直木賞作家の西加奈子さんが、
異文化体験、海外文学が創作活動に与えた影響について語り合った。
（コーディネーターは石田汗太・読売新聞東京本社専門委員）

主催：立教大学、活字文化推進会議／主管：読売新聞社／後援：文部科学省

石田専門委員

立
教
大
学
　
活
字
文
化
公
開
講
座



　

第
24
回
読
売
Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー

が
2
月
27
日
、
読
売
新
聞
東
京
本

社
で
開
か
れ
た
。
選
挙
権
年
齢
が

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
学

校
現
場
で
の
主
権
者
教
育
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
聞
を
活
用
し
た
主
権
者
教
育
を

テ
ー
マ
に
し
た
。
教
員
を
中
心
に

高
校
生
や
大
学
生
も
含
め
全
国
か

ら
約
90
人
が
参
加
し
た
。

●記事をスクラップ、要約、そして発表
千葉市立鶴沢小 丸吉美紀 教諭

　小学校でできる主権
者教育とは、社会の出
来事に関心を持ち、自
分なりの考えを持てるよ
うにすることだと思う。
　５年生を対象に、興味
を持った記事をスクラッ
プしてその内容を要約し、自分の考えを書く活
動を続けさせたところ、読み書きが不得意な児
童が、半年後には記事内容に踏み込んだ感想
を書けるようになった。
　意見文を書く国語の授業では、１８歳選挙権
やマイナンバーに興味を示した。意見文を読ん
だ保護者は「子供がこんなふうに考えていたん
だ」と驚く。子供も自分なりの意見を持っている
ことを親にも知ってもらい、家庭で話題にする
機会が増えれば、児童の社会への関心や考え
も深まるはずだ。

●社会、政治の参加、９７％が支持
さいたま市立植竹中 小谷野弘子 教諭

　２学年の国語で「新
聞スピーチ」を行ってい
る。毎回、生徒２人が
興味のある記事を各１分
のスピーチに要約して発
表、その後約７分の質
疑応答を行う。
　「マイナス金利って何？」といった直球の質問
も珍しくないので、各自記事を読み込み、想定
質問と答えを準備してくる。成人年齢引き下げ
議論の記事に注目した生徒は、満２０歳から成
人とする民法を支持、「選挙権年齢に合わせて
成人年齢まで下げるのは反対」とまとめていた。
　校内のアンケート調査では、社会や政治問
題に「参加すべきだ」「参加したほうがいい」と
した２年生は計９７％に上った。社会の様々な
問題を身近なこととして捉える力を育むことこそ
主権者教育だと思う。

●選挙報道活用して模擬投票 
千葉県立流山おおたかの森高 大塚功祐 教諭

　生徒の家の半数が新
聞を定期購読していな
い。まず日常的に新聞
に触れさせることが課題
なので、廊下に新聞を
貼り出している。授業で
は、こちらが指定した記
事を１０分間で読ませ、意見を書かせている。
　前回の衆院選の際、全校で模擬投票を行っ
たら、投票率は６７％に達した。ＮＩＥを続けてき
たことも関係していると思う。
　模擬投票の事前学習は、政治経済を選択し
ている３年生を対象に行った。各党党首の第
一声が載った記事は、それぞれの主張が端的
に表れていて役に立った。党名と党首名を隠
し、「ほかの記事を参考に、誰の発言か当てな
さい」とクイズ形式で出題したら、生徒は熱心
に取り組んでいた。

梶山正司
初等中等教育局主任視学官

「まわしよみ新聞」づくりに取り組む参加者と
鹿野川・読売新聞ＮＩＥ企画デザイナー（中央）

校
の
３
教
諭
が
、
新
聞
を
活
用
し

た
主
権
者
教
育
の
実
践
例
を
紹
介
。

　

新
聞
活
用
実
習
で
は
、
鹿
野
川

喜
代
美
・
読
売
新
聞
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
グ
ル
ー
プ
で
関

心
の
あ
る
記
事
を
選
ん
で
壁
新
聞

を
作
る
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
を

指
導
し
た
。

　
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
の
テ
ー

マ
は
「
新
聞
か
ら
政
策
課
題
を
考

え
る
」。
指
導
役
の
鹿
野
川
・
Ｎ

Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
「
子
供

た
ち
は
ま
わ
し
よ
み
新
聞
を
通
し

て
、
社
会
の
問
題
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
、
個
人
と
し
て
の
意

見
を
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

主
権
者
教
育
そ
の
も
の
だ
」
と
意

義
を
強
調
し
た
。

　

参
加
者
は
、
４
～
５
人
の
班
に

分
か
れ
、
読
売
、
朝
日
、
毎
日
、

日
経
、
産
経
、
東
京
の
各
朝
刊
と

ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
の
計
７
紙

を
め
く
り
、
人
口
減
や
米
大
統
領

選
、
マ
ナ
ー
に
関
す
る
投
書
な
ど

政
策
課
題
に
な
り
そ
う
な
記
事
を

選
び
、
自
分
た
ち
な
り
の
「
一
面
」

を
完
成
さ
せ
た
。

　

冒
頭
、
文
部
科
学
省
の
梶
山
正

司
・
初
等
中
等
教
育
局
主
任
視
学

官
が
「
主
権
者
教
育
と
新
聞
な
ど

の
資
料
の
活
用
」
と
題
し
て
講

演
。
梶
山
氏
は
「
身
近
な
例
で
政

治
や
投
票
の
仕
組
み
を
考
え
さ
せ

る
場
合
、（
新
聞
な
ど
の
）
各
種

資
料
を
活
用
し
て
指
導
す
る
こ
と

が
非
常
に
有
効
だ
」
と
述
べ
た
。

　

続
く
実
践
報
告
で
は
、
小
中
高
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ＮＩＥセミナーで主権者教育
模擬投票の実践報告など

授業例紹介



フォーラム
「考え、議論する道徳」 
参加者と授業実践を募集
　 読 売 新 聞 社 は、道 徳 の 特 別
教 科 化をテー マ にした 第 1 回
フォーラム「考え、議 論 する道
徳」を7月27日（水）、東京・大手
町のよみうり大手町ホールで開
きます。ロバート・キャンベル東
京大学教授、合田哲雄・文科省
教育課程課長が講演します。
　フォーラム参加者と、「考え、議
論する道徳」の会場で、実践をも
とにした分科会や模擬授業を行
います。
　フォーラムの分科会で、「特別の教科 道徳」の模擬授業や学
習指導案の検討会を開催します。分科会で活用するための、小
･中学校の道徳授業の学習指導案を募集します。日頃の実践や
新しい授業づくりの構想をお寄せ下さい。

【応募資格】　教員・教育関係者
（グループや学校など団体での応募も歓迎します）
【締め切り】　2016年5月９日（月）必着
【応募方法】　応募者の氏名・所属及び職名（団体応募の場合は

団体名）、住所、電話番号、電子メールアドレスを明記した紙と、
学習指導案と参考資料を送ってください。実際に授業を実施し
た場合は、実践記録も作成してください。送付先と詳細は以下
の通りです。

■形式・分量
1. 指導案……A４判2ページ（A３判見開き1ページ）。実践記録
を付ける場合は、A４判2ページ以内。形式は自由です。下記の
事項を含めて構成して下さい。

2. 参考資料……使用教材の内容がわかる説明や資料を別紙A
４判１枚で添付。
3. 実践記録（授業を実践した場合）……実際の授業の流れを踏
まえ、①子どもの発言や話し合いの様子の分析、②板書や子ど
もの感想などの記録、③授業者による考察・今後の課題など、実
践の様子がわかるように書いて下さい。

■応募先
　電子メール……meforumu16 @nier.go.jp
　郵送の場合……〒100-8055（住所不要）
　読売新聞教育ネットワーク事務局「道徳フォーラム」係
■問い合わせ
　読売新聞「道徳フォーラム」事務局（03・6712・5021）。
■審査について

フォーラムで活用する学習指導案は、本フォーラム審査会で
審査のうえ決定します。

平成２８年度日本語検定実施について
　平成28年度日本語検定を実施します。読売新聞教育ネットワーク事
務局でも受検申し込みを受け付けています。

■第1回（通算19回）検定日
○一般会場……6月18日（土）　○準会場……6月17日（金）、18日（土）
■申込期間　3月1日（火）～5月20日（金）
■インターネットでの申し込み（読売新聞専用申し込み受付画面から）

https://www.nihongokentei.jp/houjin/moshikomie.php?ccd=4350

■受検料の支払い……クレジットカード、ペイジー、コンビニ決済
■郵送での申し込み
　郵送で申し込む方は、下記の電話番号へお問い合わせください。資
料をお送りいたします。資料に同封された願書に必要事項を記入し、
受検料の支払いを済ませた上で出願していただく流れとなります。

読売専用ダイヤル：03-5390-7498　（土日祝日を除く9：30～17：00）

《読売新聞から申し込んだ方への特典》
インターネットでも、郵送でも、読売新聞専用申し込み用紙を使えば、
受検前に過去問題1回分の検定問題と解答・解説冊子がもらえます。

ジャパン・ニューズの電子書籍
「オリンピック英語」発売

　 読 売 新 聞 の 日 刊 英 字 紙
ジャパン・ニューズで連載中の

「Olympic Word Book」を再編
集した電子書籍「オリンピック英
語」第１巻が発売されました。
　初回は、今夏のリオデジャネ
イロ五輪で、1924年のパリ大会
以来92年ぶりに正式競技として
復活する「ラグビー編」です。ト
ライを決める（score a try）や、決
まり事（routine）、7人制ラグビー

（rugby sevens）など15の用語・
表現を紹介しています。「オリン
ピック英語」を使えば、五輪観戦
やスポーツを通じた英語学習の
楽しみも倍増すること間違いな
しです。
　ウェブサイト（www.amazon.co.jp/dp/B01CJW31QQ）から購入でき
ます。この連載は、読売新聞の英語学習面「えいご工房」の「Welcome
東京五輪」で、日本語の解説付きで読むこともできます。

　この「えいご 工 房 」と、ジャパ ン・ニュー ズ の 語 学 学 習 面 J N 
LearningLabは、４月から金曜掲載が日曜掲載に変わります。週明けに
いいスタートを切るために、日曜のひとときを英語学習にあててみま
せんか？

「特別教科・道徳」とは何？
今までの道徳と何が違うの？
教師はどんな授業を
作ったらいいの？
一緒に考えませんか。
日頃の実践、
新しい授業づくりの
構想をお寄せ下さい。

学習指導案
募集
■応募資格　教員・教育関係者（グループや学校など団体での応募も歓迎します）

■募集期間　2016 年2月22日～5月9日（月）必着

■応募形式　学習指導案　A4 判 2 ページ以内

■審　　査　結果は「考え、議論する道徳」フォーラムで紹介させていただきます。

※詳しくは裏面をご覧ください

読売新聞／文部科学省 共催（予定）

7月 27日（水） 10:00 ～ 16:00 

よみうり大手町ホール
【講演】ロバート・キャンベル  東京大学教授

　　　 合田 哲雄  文部科学省教育課程課長

第 1 回 フォーラム

予定

①対象学年（学校種を明記） ②主題名 ③ねらい ④教材名 
⑤主題設定の理由（「考え、議論する道徳」を実現する工夫を
含む）⑥学習指導過程 ⑦評価の観点
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英語の原文はhttp://the-japan-news.com/
news/article/0002458087
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援
を行っているNPO法人「留学フェロー
シップ」のメンバーが、海外のキャンパ
スライフをリレー連載します。留学フェ
ローシップの詳細はウェブサイトへ。
http://ryu-fellow.org

山谷峻さん（右から2人目）（本人提供）

が
あ
る
。
友
達
が
食
べ
物
を
残
す
た

び
に
威
嚇
し
て
し
ま
う
癖
が
つ
い
た

こ
と
を
除
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
食
堂

で
働
い
て
き
た
経
験
は
概
ね
良
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　

食
堂
運
営
の
お
手
伝
い
を
通
し

て
、
た
だ
単
に
食
べ
に
来
て
い
る
生

徒
が
気
づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
に
も

目
が
い
く
。
例
え
ば
従
業
員
が
夜
ご

飯
の
仕
込
み
を
昼
ご
飯
の
時
間
か
ら

し
て
い
る
こ
と
、
た
ま
に
英
語
よ
り

ス
ペ
イ
ン
語
の
会
話
が
聞
こ
え
て
く

る
こ
と
、
鉄
板
の
そ
ば
で
立
っ
て
生

徒
の
注
文
を
受
け
る
こ
と
は
想
像
以

上
に
暑
く
て
、
ベ
ト
ベ
ト
し
て
い
て
、

大
変
だ
と
い
う
こ
と
。

　

新
入
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
と
き
に
、
ひ
と
り
の
教
授
が
次
の

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
。
そ
れ
は
学

部
教
育
の
４
年
間
、
勉
学
が
生
徒
の

最
大
の
関
心
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
。
僕
た
ち
は
料
理
、
洗
濯
、
住

む
家
の
こ
と
に
つ
い
て
心
配
を
す
る

必
要
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
勉
強
に
集
中
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
学
習
の
習

熟
度
を
示
す
学
習
曲
線
は
急
峻
な
右

肩
上
が
り
だ
。
選
択
し
た
講
座
の
一

つ
で
は
、
最
初
の
講
義
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
言
語
を
駆
け
足
で
終
え
て
し
ま
っ

た
。
別
の
講
座
で
は
毎
週
２
０
０
ペ

ー
ジ
も
読
ま
さ
れ
る
。
長
時
間
、
勉

強
し
、
教
科
書
に
首
っ
引
き
に
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
釘
付
け
に
な
る
。

プリンストン大学
米ニュージャージー州プリン
ストンにある。1746年創立で
アイビー・リーグ8校の一つ。
米国では4番目に古いカレッ
ジ。学生数は5200人、大学院
生 は2600人 で、OB に は ウ ッ
ドロー・ウィルソン大統領、
ノーベル物理学賞のリチャー
ド・ファインマンなど。

　

ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す
多
く
の
学
生

に
と
っ
て
、
食
堂
は
友
達
と
一
緒
に

温
か
い
食
事
を
囲
ん
で
時
間
を
過
ご

す
所
だ
ろ
う
。
僕
に
と
っ
て
食
堂
は

働
く
所
で
も
あ
る
。

　

食
堂
で
働
く
利
点
を
幾
つ
か
あ
げ

る
と
、
上
司
が
見
て
い
な
い
隙
に
食

べ
物
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、
寮
の
大

き
さ
ほ
ど
あ
る
冷
蔵
庫
を
体
験
で
き

る
こ
と
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

友
達
よ
り
一
週
間
先
に
わ
か
る
こ
と

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑮

米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学「
学
生
の
天
国
」

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校
卒
、
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
1
年

山や
ま

谷や 

峻し
ゅ
ん 

さ
ん　

　

僕
は
た
ま
に
ど
れ
ほ
ど
自
分
が
恵

ま
れ
て
い
る
か
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

日
々
、
タ
イ
プ
を
打
ち
、
友
と
語

り
、
教
室
に
駆
け
込
む
。
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
あ

や
か
っ
て
、
よ
く
僕
ら
は
「
オ
レ
ン

ジ
色
の
バ
ブ
ル
」
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
。「
バ
ブ
ル
」
の
中
は
学
生
の

天
国
だ
。
特
権
を
自
覚
せ
ず
に
日
常

生
活
に
埋
没
す
る
こ
と
も
簡
単
だ
。

ソ
ー
ダ
水
の
補
充
作
業
、
食
堂
の
テ

ー
ブ
ル
拭
き
は
時
間
給
で
12
ド
ル
。

食
堂
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
僕
は
、

大
学
が
何
事
も
な
い
か
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
幻
想
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
を
維
持
し
、
学

生
を
守
る
た
め
に
「
バ
ブ
ル
」
の
下

で
は
だ
れ
か
が
運
営
に
力
を
注
い
で

い
る
。
４
年
間
そ
れ
を
意
識
し
、
感

謝
し
て
勉
強
に
励
み
た
い
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
５
年
10
月
９
日
）
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